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皮膚炎学会学術大会（モーニングセミナー），2007，12，16，名古屋． 
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ケモカイン及び MIF 値を指標として．富山大学 21 世紀 COE プログラム「東洋の知に立脚した個の医療の創生」
研究成果報告書（4. 臨床研究），95-97，2007． 
10)  清水忠道：紫外線感受性遺伝子は存在するか（エッセイ）．Dermatology Today （帝国製薬ホームページ 2007）． 
11)  清水忠道（共同研究者）：天疱瘡患者の遺伝的背景・第 4 報・尋常性天疱瘡におけるデスモグレイン 3 遺伝子多
型．厚生労働科学研究費補助金・難治性疾患克服研究事業「稀少難治性皮膚疾患に関する調査研究」平成 18 年
度総括・分担研究報告書，64-70，2007． 
 
